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令和 7年度 なでしこグループ 放課後児童クラブ 自己評価 

学校法人 撫子学童クラブそら・ほし 滝沢中央学童保育クラブ第一 

社会福祉法人 室小路学童クラブうみ・やま 滝沢中央学童保育クラブ第二 

「令和 7年度の目標（内容）」についての取り組みについて 

１ 放課後児童クラブの取り組みについての評価（自己反省も踏まえて）  回答…１6 名 

なでしこグループ  

放課後児童クラブ  

令和 7年度の目標（内容）  

 

反省・意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 支援

員が必要な児

童への対応力

向上と研修機

会の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）配慮が必要な児

童とのかかわり方を

学ぶ機会を増やし、

実践だけでなく研修

も積極的に活用する 

 

（２）支援員が対応に

不安を感じる場面を

減らすため、スキル

アップ研修を定期的

に実施する 

 

（３）職員同士で情報

共有を行い、支援の

統一化を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外部研修や園内研修への積極的な参加により、療育の手法や配慮が必要な児童へ

の基礎的な理解が深まり、絵カードの活用など具体的な実践に結びつけることが

できた。 

②オンライン研修の普及により受講の機会は増えたが、職員配置や時間帯の都合で

希望者全員が参加できないケースもあり、次年度は受講体制の調整が必要であ

る。 

③現場で直面する不安を解消するためのスキルアップ研修が不足しているとの指摘

もあり、今後は毎月の会議等で具体的な事例を検討し、今後も学びを深める機会

を定期的に設けたい。 

④年度途中採用の職員を含め、全職員が等しく研修機会を得られるような仕組みづ

くりを検討し、個々のスキルに偏りが出ないよう組織全体のスキルアップを図る

必要がある。 

⑤日々のミーティングや会議を通じて児童の情報をタイムリーに共有できており、

職員間で細かな変化についても報告し合える良好なコミュニケーション体制が整

っている。 

⑥多様な支援方法を職員間で学び合う風土が根付いており、個々の発達段階に合わ

せた適切な声掛けや、安心して過ごせるための環境調整を組織的に実践すること

ができた。 

⑦支援の統一化に向けては、児童一人ひとりの特性に応じた対応方針を会議で決定

し、職員全員が同じ目標を持って一貫性のある関わりができるよう体制の構築が

できた。 

⑧児童の間で起こった些細な出来事も、常に情報を密に共有し合う姿勢が定着して

いることは、当クラブの大きな強みである。 

⑨対応に迷う場面でも、主任やベテラン職員へ即座に相談し最善の策を模索する形

ができていますが、今後はその判断基準を言語化し、支援の標準化をさらに進め

ていたい。 

⑩次年度は研修で得た専門知識をチーム全体で共有し、全職員が自信を持って配慮

が必要な児童へ向き合えるよう、現場に即した演習や相談体制をより一層強化い

たい。 
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１－２ 学

童と園の

連携強化

と地域交

流の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学童の運営が園

と連携していること

を保護者に伝えるた

め、園の先生が学童

にかかわる機会を増

やす 

 

（２）園児との交流を

活発にし、異年齢間

のかかわりを大切に

する 

（３）学童の児童の発

達や様子を園とも共

有し、相互理解を深

める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 支援員が必要な児童への対応力向上と研修機会の充実についての総合評価

を教えてください 

 

A 十分達成されている  ３名 

B 達成されている    11 名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない ２名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

①長期休暇中のレクリエーションや日常的な異年齢交流を通じて、児童が園児に優し

く接する姿が見られ、思いやりや年上としての自覚を育む貴重な機会となった。 

②スイカ割りやドッチボール大会などの合同行事により、園児と児童が共に身体を動

かす非日常的な体験を共有でき、双方の子どもたちが交流を心から楽しむ様子が見

られた。 

③園の先生が学童の保育に直接入る機会を設けたことで、学童期の児童の特性や現場

の課題を深く知ってもらうことができ、職員間の相互理解と支援の質の向上に繋が

った。 

④グループ園出身の児童が多い特性を活かし、入所前から情報を共有しているため、

保護者にとっても顔見知りの先生がいる安心感に繋がり、スムーズな支援の移行が

図られている。 

⑤園児への絵本の読み聞かせや寝かしつけ体験といった、併設施設ならではの交流プ

ログラムを企画・実施したことは、児童の自己有用感を高める大きな成長の機会と

なった。 

⑥毎月の合同会議や職員の兼務を通じて、各施設の状況を密に報告し合える体制があ

り、行事の際も職員間の連携がスムーズで、児童一人ひとりへの的確な支援が実践

できている。 

⑦交流の場面や対象が一部に固定化されやすい側面もあるため、今後は幅広い学年の

園児と触れ合える機会を増やし、より多様な異年齢間のかかわりを持てるよう工夫

を凝らしたい。 

⑧園との連携は深まっているが、保護者にはその実態が見えにくい面もあるため、今

後は SNS 等を活用して交流の様子を積極的に発信し、グループの利点を視覚的に

伝えていきたい。 

⑨今後は園の先生がより気軽に学童へ立ち寄れるような雰囲気作りを推進し、日常的

な情報交換をさらに活性化させることで、児童の継続的な発達を支える強固な連携

を目指したい。 

１－２ 学童と園の連携強化と地域交流の促進ついての総合評価を教えてください 

 

A 十分達成されている ３名 

B 達成されている １２名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない １名  

D 取り組みが不十分である ０名 
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１－３ 子供

が安心して過

ごせる環境づ

くり 

（１）家庭環境や友人

関係に悩む子供が安心

できるよう、職員が良

く観察し適切な支援を

行う 

 

（２）静動の活動を分

離し、少人数で過ごせ

る小空間を作るなど環

境の工夫を行う 

 

（３）子どもたちが主

体的を楽しめる活動

（工作・クッキングな

ど）を充実させる 

 

①児童の些細な表情の変化や会話を大切にし、家庭や学校での悩みにも寄り添うこ

とで、学童が子どもたちにとってリラックスして本音を話せる安心感のある場と

なっていると思う。 

②友人関係のトラブルの際も、職員が丁寧に双方の気持ちを聞き取り、状況に応じ

た適切な支援を行うことで、子どもたちが自ら解決の糸口を見つけられるよう見

守っている。 

③学習や静かな遊びを好む子のために、職員室内のテント設置や別室の活用、パー

テーションでの仕切りなど、限られた環境の中でも「静」の空間作りを工夫して

実践した。 

④利用人数が多い時間帯は、賑やかな遊びと静かな活動の両立が難しい場面もあり、

ホールや空き教室をより効果的に活用するなど、動線の分離に向けた更なる工夫

が必要と感じる。 

⑤学校行事への参加や保護者との連携を通じて、多角的に児童の様子を把握するよ

う努めており、一人ひとりの背景に合わせた細やかな個別支援に繋げる。 

⑥クッキングや季節の行事において、児童の意見を積極的に取り入れた企画を立て

たことで、子どもたちが主体的に準備や運営に関わり、大きな達成感や自信を得

る機会となった。 

⑦流しそうめんや畑の野菜を使った調理、廃材工作など、学童ならではの多様な体

験活動を充実させた結果、高学年から低学年までが意欲的に取り組む姿が見られ

るようになった。 

⑧遊びのスペース配分を子どもたち自身で交渉し、譲り合って場所を作る場面も見

られるなど、環境を整える過程を通じて、社会性や自主性を育む好ましい変化が

生まれている。 

⑨編み物や折り紙など、個々が集中して楽しめる活動を日常的に取り入れることで、

大人数の中でも自分のペースを守って過ごせる、落ち着いた時間を提供すること

ができた。 

⑩今後は物理的な制約を考慮しつつも、子どもが「今は一人になりたい」と感じた

時にすぐに安心できる小空間の常設を目指し、更なる環境配置の最適化を職員間

で検討したい。 

 

１－３ 子供が安心して過ごせる環境づくりついての総合評価を教えてください 

A 十分達成されている ３名 

B 達成されている １２名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない １名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

２ 放課後児童クラブの取り組みについて 

評価の観点 
評価の項目 

評価項目の取り組みについての意見 
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２－１ 育

成支援の基

本 

（１）放課後児童クラブ運営方針の理解と実践 

（２）放課後児童支援員の役割・社会的責任の理解と実践 

A 十分達成されている ３名 

B 達成されている １２名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない １名 

D 取り組みが不十分である 

 

①研修等を通じ、放課後児童支援員の役割の重要性を再認識し、子どもたちが安心して過ごせる生活の場を提

供する責任の重さを自覚しながら、日々の職務に励むことができた。 

②1 年を通じて安全管理を徹底し、基本的な生活習慣の定着を図るなど、自立に向けた支援は概ね達成できた

が、大人数の中での個別支援の充実には課題もある。 

③スマホ等の情報機器の取り扱いについては、保護者の信頼を損なわないよう、個人所有物の使用を控え施設

の共有端末を優先活用するなど、明確な運用ルールの徹底に努めた。 

④研修で得た専門知識を単なる知識に留めず、現場での子どもへの関わりや環境設定に反映させる努力を継続

し、組織全体として支援の質のさらなる底上げを目指していきたい。 

⑤今後も職員間での情報共有と相互理解を深めることで、支援員一人ひとりがプロとしての責任を持ち、子ど

も一人ひとりに寄り添った質の高い支援を安定して提供できる体制を整えたい。 

２－２ 子

どもの発達

理解 

（１）発達の特徴や発達過程の理解と実践 （２）育成支援についての理解と実践 

A 十分達成されている １名 

B 達成されている １５名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない ０名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

（３）危機管理 （４）保健衛生管理 （５）防災及び防犯対策について 

A 十分達成されている １名 

B 達成されている １５名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない ０名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

（６）配慮が必要な児童への対応について 

A 十分達成されている １名 

B 達成されている １５名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない ０名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

（７）小学校との連携 （８）保育園、幼稚園等との連携について 

A 十分達成されている 2 名 

B 達成されている １1 名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない ３名 

D 取り組みが不十分である ０名 
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（９）地域組織との連携・取り組みについて 

A 十分達成されている １名 

B 達成されている １１名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない ２名 

D 取り組みが不十分である ２名 

 

①小学校との連携については訪問や意見交換等の機会は設けているので、今後も定期的に実施することで支援に

生かしていくことが必要であると感じる。 

②支援の必要な児童が困っていた時、その児童の対応に職員の手が取られ、他の大勢の児童への対応が不十分に

なることがあった。職員の体制など今後の課題と感じた。 

③園とともに避難訓練に参加し、学童ならではの課題点が様々見られた。今後も学童として参加し、児童の安全

が守られるよう見直していきたい。 

④小学校での様子が気になる児童がいるので、小学校の先生と話をする機会は大切である。 

⑤児童の発達援助を行う上で、発達段階や特性の理解を深め、関わり方を工夫することの重要性を再認識した。

児童の気持ちに寄り添い、成長を長い目で見守りたい。 

⑥配慮が必要な児童もいるため、必要に応じて保護者と面談を行い、児童の様子や関わり方について情報の共有

を行った。個々に合わせて適切な関わりができるよう、職員間でも関わり方の方向性について、明確にしてい

きたい。 

２－３ 保

護者に対す

る支援 

（１）保護者・地域への対応 

A 十分達成されている ３名 

B 達成されている １３名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない ０名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

①学童での様子を伝えたり、SNS で情報発信したりと、施設側から発信する取り組みはできていると思われ

るので、保護者からの意見や困りごとの聞き取りがしやすくなるような環境（意見箱の存在や必要に応じて

面談機会を設ける等の周知）の見直しは心掛けておく必要があると思う。 

②保護者と支援員との受け止め方の温度差があり、伝え方に難しさを感じることがある。 

③保護者の子育てに関する不安を聞き、学童でどのようなお手伝いができるかを話し合うことが増えてきた。

それぞれの家庭の思いをくみ取りながら、家庭に合った支援ができるように考えていきたい。 

④オガスマやインスタグラムにて児童の様子を発信し、普段見られない姿がたくさん発信できてよかった。イ

ンスタグラムの頻度が遅れてしまうことがあったため、業務の見直しをしていきたい。 

⑤保護者支援では、日々お迎えの際に児童の様子を丁寧に伝える事を心がけた。その日の出来事や成長を共有

する事で、保護者に安心していただける関係作りができた。今後も保護者の気持ちに寄り添い信頼関係を大

切にしたい。 

⑥学童内の児童の様子について、日頃から何気ないことでも伝えるなど、保護者とコミュニケーションを図る

よう意識している。また、児童間のトラブル等、問題発生時には経緯を含めてしっかりと説明するなど、丁

寧に関わるよう意識した。保護者が安心して児童を預けてもらえるよう適切な関わりをしていきたい。 
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２－４ 運

営に関わ

る組織的

基盤 

（２）研修への取り組み 

A 十分達成されている ２名 

B 達成されている １３名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない １名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

（３）保育を支える組織的基盤（施設整備・管理／職員処遇／出納管理） 

A 十分達成されている ２名 

B 達成されている １３名 

C 取り組まれているが、成果が十分ではない １名 

D 取り組みが不十分である ０名 

 

①グループ園の先生方が、用務や雪かき等のサポートをしてくださる機会が多く、とても感謝している。いつ

も気にかけていただき心強く感じた。 

②日常点検や整理整頓を行い、出来る範囲で環境の整備に努めた。研修に参加出来たが機会が少なかった為、

今後さらに充実させていく必要があると感じた。 

 

 

３ なでしこグループ 放課後児童クラブ 令和８年度の目標（内容）  

※次年度、学童クラブとして取り組んでいきたい課題や目標等を集約し、立案 

３－1 学童クラブと園や

小学校の連携の強化 

①園と交流をより深め、０歳から１２歳までの一貫して見守れる強みを生かす。また、日常的な

交流を増やすことで、職員・児童双方の相互理解を一層深めていく。 

②ＳＮＳ等での発信を強化し、法人全体で子どもを支える体制のメリットを伝えていく。 

③学区の小学校と密な連携体制を築き、多角的な視点から児童と保護者を支える。 

３－２ 児童への適切な

指導方法や環境構成 

①支援が必要な児童が増加する中で、限られた保育室での環境構成や職員配置を工夫し、子ども

達が主体的に活動できる居場所作りを意識する。 

②児童の「成長した点」に目を向けた肯定的な言葉掛けを意識する。 

③児童の様々な思いを汲み取り、柔軟な対応力を磨く。 

３－３ 支援員間の連携、

チームワークの向上 

①積極的に外部研修に参加し、学んだ知識を現場で共有・実践することで支援員一人ひとりのス

キルアップを図る。 

②支援員同士が困りごとを気軽に相談し助け合える雰囲気作りを徹底する。良い実践事例を積み

重ね、全員が同じ方向を向いて子どもに向き合える「働きやすい職場」を目指す。 

③日々の業務内容をより深く理解、効率的に業務を遂行し、児童と向き合う時間を最大化できる

よう努めていく。 

 


